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エンドユーザ設定の概要
サービスプロファイルや機能グループテンプレートなどのユーザ設定を使用して、LDAPディ
レクトリ同期を介してエンドユーザに共通の設定を適用できます。LDAPディレクトリの同期
が行われると、設定された設定が同期されたすべてのユーザに適用されます。

この章では、特に IM and Presenceサービスに適用されるユーザ設定について説明します。ボ
イスメールや会議などの UCサービスを含む、一般的な UCユーザ設定については、の「エン
ドユーザの設定」を参照してください。Cisco Unified Communications Managerシステムコンフィ

ギュレーションガイド。 LDAP同期の一部としてこれらの設定を適用できます。

（注）

サービスプロファイル

サービスプロファイルには、ユニファイドコミュニケーション（UC）サービスの設定が含ま
れます。異なるユーザグループ毎に異なるサービスを設定することができるため、各グループ

のユーザは、業務に合わせて設定された適切なサービスを利用することができます。エンド

ユーザが IM and Presence Serviceを利用することができるには、IM and Presence Serviceを含め
るサービスプロファイルを構成します。

エンドユーザにサービスプロファイルを適用するには、次の方法を使用します。

• LDAP同期されたユーザ向け：LDAPディレクトリからエンドユーザをインポートした場
合、サービスプロファイルを機能グループテンプレートに割り当てることができ、その

機能グループテンプレートをエンドユーザに適用することができます。テンプレートの

設定は、すべての同期されるユーザに適用されます。
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•アクティブなローカルユーザ（非 LDAPユーザ）の場合：多数のユーザに一度に設定を
適用するには、一括管理ツールを使用して、csvファイルまたはスプレッドシート経由で、
サービスプロファイルの設定を適用します。一括管理ツールの使用方法の詳細は、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.htmlを参照して
ください。

あるいは、ユーザ設定を、各ユーザー毎に手動で設定することもできます。

機能グループテンプレートの概要

機能グループテンプレートを使用すると、LDAPディレクトリの同期を通じて、共通設定をエ
ンドユーザのグループにすばやく適用できます。たとえば、機能グループテンプレートを使用

して、エンドユーザに対して IMandPresenceサービスを有効にすることができます。これは、
IM and Presence対応のサービスプロファイルをテンプレートに適用することによって実現され
ます。機能グループテンプレートを LDAPディレクトリ同期に適用すると、同期が行われる
と、設定されたサービスプロファイルとユーザプロファイルの設定を含むテンプレートからの

設定が、同期されたすべてのユーザに適用されます。

機能グループテンプレート設定には、機能グループテンプレートに割り当てられる次のプロ

ファイルが含まれます。

•ユーザプロファイル：一連の共通の電話および電話回線の設定が含まれます。ユーザプ
ロファイルには、共通の電話回線設定を割り当てるユニバーサル回線テンプレートと、共

通の電話設定を割り当てるユニバーサルデバイステンプレートを設定する必要がありま

す。これらのテンプレートは、セルフプロビジョニングするように設定されているユーザ

が自身の電話を設定する際に役立ちます。

•サービスプロファイル：IM and Presenceサービス、ディレクトリ、ボイスメールなどの一
般的な UCサービスのグループが含まれています。

ユーザ設定の前提条件
ユーザを移動したい場合 IMandPresenceサービスクラスタの場合は、エンドユーザを設定する
前に設定する必要があります。 Cisco Unified CM IM and Presenceの管理を使用して、ユーザを
移行し、連絡先リストをエクスポートおよびインポートする方法についての詳細。

クラスタ間でのユーザの移行を、パーティション化ドメイン内フェデレーションに使用される

ユーザ移行ツールと混同しないでください。

（注）
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Cisco Jabberを VPN経由で接続している場合は、IM and Presence Serviceと Cisco Jabberクライ
アント間の TLSハンドシェイク中に、IM and Presenceサーバでクライアントの IPサブネット
に対する逆引き参照が実行されます。逆引き参照に失敗すると、クライアントマシンで TLS
ハンドシェイクがタイムアウトします。

（注）

ユーザ設定タスクフローの設定
IM and Presenceサービスに対してエンドユーザを有効にするなど、共通のサービスおよび機能
設定を使用してユーザテンプレートを設定するには、次の作業を実行します。LDAP同期が完
了すると、テンプレート設定がエンドユーザに適用されます。

この章のタスクフローは、IMandPresenceサービスに特に適用されるユーザ設定です。ボイス
メールや会議などの UCサービスを含む、一般的な UCユーザ設定については、の「エンド
ユーザの設定」を参照してください。Cisco Unified Communications Managerシステムコンフィ

ギュレーションガイド。 LDAP同期の一部としてこれらの設定を適用できます。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

ユーザー割り当てモードを平衡、アク

ティブ -スタンバイ、またはなしに設定
します。

ユーザー割り当てモードの設定（4
ページ）

ステップ 1

IM and Presence UCサービスを Cisco
Unified Communications Managerに設定
する。

IM and Presence UCサービスの追加（4
ページ）

ステップ 2

追加した IM and Presence UCサービスが
含まれるサービスプロファイルを設定

します。

サービスプロファイルの設定（5ペー
ジ）

ステップ 3

他の共通の機能設定に加えて設定した

サービスプロファイルを含む機能グルー

プテンプレートを設定します。

機能グループテンプレートの設定（6
ページ）

ステップ 4

次のタスク

LDAP同期を完了して、LDAP同期ユーザに設定を適用します。

ユーザ設定値の設定

3

ユーザ設定値の設定

ユーザ設定タスクフローの設定



ユーザー割り当てモードの設定

この手順を使用すると、SyncAgentがクラスタ内のノードにユーザを分散させる方法を設定で
きます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム] > [企業パラメータ]を選択します。

ステップ 2 [ユーザ管理パラメータ（UserManagement Parameters）]領域で、[プレゼンスサーバのユーザー
割り当てモード（User Assignment Mode for Presence Server）]パラメータに次のいずれかのオプ
ションを選択します。

• [バランス（Balanced）]：このモード（デフォルト）では、ユーザを各サブクラスタのそ
れぞれのノードに均等に割り当て、各ノードにユーザの合計数が均等に分散するようにし

ます。これがデフォルトのオプションです。

• [アクティブスタンバイ（Active-Standby）]：このモードでは、サブクラスタの最初のノー
ドにすべてのユーザを割り当て、セカンダリサーバをバックアップのままにします。

• [なし（None）]：このモードでは、Sync Agentでクラスタのノードにユーザが割り当てら
れません。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

IM and Presence UCサービスの追加（4ページ）

IM and Presence UCサービスの追加
Cisco Unified CommunicationsManagerでこの手順を使用して、IM and Presenceサービス用のUC
サービスを追加します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [UCサービス（UC Service）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [UCサービスタイプ（UCServiceType）]ドロップダウンリストボックスから、[IMandPresence]
を選択します。

ステップ 4 [製品タイプ（ProductType）]ドロップダウンリストボックスから、[UnifiedCM(IMandPresence)]
を選択します。

ステップ 5 IM and Presenceサービスの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。
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ステップ 6 [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]フィールドに、IM and Presenceサービスをホス
トするサーバのホスト名、IPアドレス、または DNS SRVを入力します。

ステップ 7 [保存]をクリックします。

次のタスク

IM and Presenceサービスのユーザを有効にするには、UCサービスをサービスプロファイルに
割り当て、そのプロファイルをユーザに割り当てます。

サービスプロファイルの設定（5ページ）.

サービスプロファイルの設定

この手順を使用すると、IMandPresenceサービスが含まれるサービスプロファイルを設定でき
ます。

始める前に

IM and Presence UCサービスの追加（4ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [サービスプロファイル（Service Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のプロファイルを選択します。
• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいプロファイルを作成します。

ステップ 3 [IM and Presenceプロファイル（IM and Presence Profile）]セクションで、プライマリ IM and
Presenceサーバを選択します。

ステップ 4 [サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウで、残りのフィール
ドを入力します。フィールドとその設定を含むヘルプは、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

機能グループテンプレートの設定（6ページ）
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機能グループテンプレートの設定

共通の機能設定と、設定した IM and Presence対応サービスプロファイルを含む機能グループ
テンプレートを設定します。

始める前に

サービスプロファイルの設定（5ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、[ユーザ管理（User
Management）] > [ユーザ/電話の追加（User/Phone Add）] > [機能グループテンプレート
（Feature Group Template）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 機能グループテンプレートの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。

ステップ 4 このテンプレートを使用するすべてのユーザのホームクラスタとしてローカルクラスタを使
用する場合は、[ホームクラスタ（Home Cluster）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 このテンプレートを使用するユーザがインスタントメッセージおよびプレゼンス情報を交換で
きるようにするには、[Unified CM IM and Presenceのユーザを有効化（Enable User for Unified
CM IM and Presence）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 ドロップダウンリストから、[サービスプロファイル（Services Profile）]および [ユーザプロ
ファイル（User Profile）]を選択します。

ステップ 7 [機能グループテンプレートの設定（Feature Group Template Configuration）]ウィンドウの残り
のフィールドに入力します。フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してく

ださい。

ステップ 8 [保存]をクリックします。

次のタスク

この機能グループテンプレートを含む LDAPディレクトリ同期を設定します。 LDAP同期を
完了すると、テンプレート内の IM and Presenceの設定が同期済みユーザに適用されます。
LDAP同期設定のタスクフローを参照してください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


